
国 語
I 教科、種目の観点

資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

H選 定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観〕点ごとに、特に目立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、適正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項 目とは、対応させて読み取ること。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨。内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となつているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能が確実に習得されるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が育成されるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度が身に付くよう工夫されているか。

各領域において、言語活動を通して資質。能力を育成できるような内容・構成になつているか。
A話すこと・聞くこと
B 書くこと               ―

C読むこと

我が国の言語文化に関する指導の充実を図ることができるよう工夫されているか。

読書活動に結びつくよう工夫されているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(■ニバーサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに豊かな記述内容となっているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、道切に配慮されているか。
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Ⅲ 国 語

光 村
。自然や命をテーマとした教材や、自分
自身 と向き合 うことのできる教材、伝
統文化について理解を深められる教材
を取 り上げることで、豊かなものの見
方・考え方や伝統的な文化を尊重する

態度を育成することができるよう配慮
されている。

・ 5年 十たずねびと」と6年 十平不日のと
りでを築く」は、広島の原爆が題材で
あり、「長崎」という記載はないが同
じ被爆県といううながりがある。

教  出

・生き方について見つめることができる
教材や、情報や環境など現代的な課題
について考えることができる教材を取
り上げることで、自己の価値を尊重
し、命や自然を大切にする態度を育成
することができるよう配慮されてい
る。

4年 「ウミガメの命をつなぐ」では、
本県長崎市の新二重漁港が、 「伊能忠
敬」では、本県の地名が取り上げられ
ている。

・6年 十川 とノンオ」は属島の原爆が題

材であり、 「長崎」 とい う記載はない

が同じ被爆県とい うつなが りがある。

学  図

・豊かに想像 したり、思考を再構成 して

捉えなおしたりすることができる教材
や、伝統的な言語文化、季節に関連 し

た教材を年間を通 して意図的に取 り上

げることで、伝統 と文化を尊重する態

度を育成することができるよう配慮 さ

れている。

・ 5年 I和の文化を受けつぐ―和粟子を
さぐる」では、南蛮菓子のカステラ
が、 6年 「ヒロシマの うた」は、広島
の原爆が題材 として取 り上げられ、長
崎との関連がある。

東 書
。職を極めるために努力している人に関
する教材や、防災や情報など現代的な
教育課題に関する教材を取り上げるこ
とでヽ豊かな職業観や勤労を重んずる
態度や、様々な課題に向き合い、他者
と協働しながら解決する能力を育成す
ることができるよう配慮されている。
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Ⅲ 国 語

・ 3年生以上の巻頭 「考えるときに使お

う」のページに、考えを深め表現する
ための手がかりを分かりやすく整理
し、それぞれの学習活動に生かしなが
ら学習を進めていくことで、思考力、
判断力、表現力等が育成 されるよう工

夫されている。

,「いかそ う」のコーナーに、国語の学
習で身に付けた力を他教科や 日常生活
の場で生かすための とン トを提示する
ことで、思考力、判断力、表現力等が

育成されるよう工夫されている。

光 村

・巻頭の 「国語の学びを見わたそ う」
や、各単元の 「学習の進め方」におい

て、学習する内容や進め方を明示する
ことで、基礎的・基本的な知識・技能
を確実に習得できるよう工夫されてい

る。

各単元の 「たいせつ」や巻末の 「たい

せつのまとめ」で身に付けさせたい基
礎的・基本的な知識・技能を簡潔に示
すことで、確実に習得できるよう工夫
されている。        イ

・学習のポイントを虫眼鏡マークを用い
たり、「コラム」に明示したりするこ
とで、基礎的・基本的な知識・技能が

確実に習得できるよう工夫されてい
る。

教 出

・ 1年の 4月 から7月 にかけて、あいさ
つから対話、グループでの独話、クラ
スでの発表へ と段階を付けて学習を進
めることで、話すことと聞くことの基

礎が確実に習得できるよう工夫されて
いる。

・漢字を学習する教材として、 「漢字の

広場」を各学年に設けることで、漢宇
の読み書きが確実に習得できるよう工

夫されている。

・巻末に「
『 ここが大事』のまとめ」

「学ぶときに使 う言葉」として学習内
容と用語を簡潔に示すことで、基礎
的・基本的な知識・技能が確実に習得
できるよう工夫されている。

・各単元の「てびき」のそれぞれの学習
過程において、児童の反応例を示し、
自分の考えを見直したり深めたりしな
がら学習を進めることで、思考力、判
断力(表現力等が育成されるよう工夫
されている。

・スピ▼チメモや練習の段階などでお互
いに助言 し合 う際の視点を示す ととも
に、活動後に感想を交流 し、自己評
価 ,相互評価する項 目を設けるなど、
学び合いを重視することで、思考力、
判断力、表現力等が育成 されるよう工

夫されている。

・各領城の活動において、図・表・イ
メージマップなど、さまざまな思考
ツ
=ル

を取 り入れ、情報を視覚的にと
らえて整理 していく学習を進めていく
ことで、思考力、判断力、表現力等が

育成されるよう工夫されている。

・ 3年以上では、情報と情報 との関係や

情報の整理の仕方について体感的に理

解する教材を配置 し、演習を通 した学
習を進めることで、思考力、判断力、
表現力等が育成 されるよう工夫されて
いる。

学 図

語句や漢字、言葉の意味については
「言葉のいずみ」、語法や文法、 日本
語の使い方については 「言葉のきま

り」として取 り立てて教材化すること
で、確実に習得できるよう工夫されて
いる。

。社会科 と関連 させながら学習を進める
ことができるよう、 4年に都道府県の

漢字の学習活動を設けることで、確実
に習得できるよう工夫されている。

・学習のポイントと巻末資料がリンクす
るように明示することで、基礎的・基
本的な知識・技能が確実に習得できる
よう工夫されている。

'目 次や単元扉で各題材の重点悟導事項
を示すとともに、それに即 した具体的
な言語活動を設定し、活動の目的や意
図(条件に沿つた課題解決的な学習を
進めることで、思考力、判断力、表現
力等が育成 されるよう工夫されてい

る。

・思考を言語化して整理したり深めたり
しながら考えを形成する手立てとし
て、ノー トやメモ、カー ドや図・表、
対話等の例を随所に提示することで、
思考力、判断力、表現力等が育成され
るよう工夫されている。

東 書

・学習の基盤 として習得すべき基礎的 。

基本的な知識・技能を 「おさえる」と
して随所に明示することで、確実に習
得できるよう工夫されている。

仮名や漢字の読み書きなど、児童がつ

まずきやすい事項について、練習教材
を適所に設けることで、確実に習得で
きるよう工夫されている。

2年以上の各学年4月 に「情報の扱い

方」に関する小単元を設けることで、
学年に応じた情報の扱い方の基礎が確
実に習得できるよう工夫されている。
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Ⅲ 国 語

光 村
。「読むこと」単元に I単元の扉」と学

習の流れをまとめた 「学習」ページを

設けることで、児童が見通 しをもつて

主体的に学習を進めることができるよ

う工夫されている。

巻末付録に学習内容を整理した資料
や、他教科で参照できる資料を配し、
いつでも活用できるようにすること
で、主体的に学習に取り組む態度が身
に付くよう工夫されている。

教  出

・単元や学習の手引の欄に、課題に対す
る見通 しをもつことができる吹き出し

を示すことで、主体的に学習を進める
ことができるよう工夫されている。

・各学年に、 日常の学習に活用できる教

材を設定することで、学習で獲得 した

言葉の力を活用して、主体的に学習に

取 り組む態度が身に付 くよう工夫され
ている。

学 図
,3年以上の各学年の冒頭に、 |〇年で
つけたい力」を設けることで、児童が
「つけたい力」を意識 しながら主体的
に学習に取 り組むことができるよう工

夫されている。

・各学年に、他教科で言語活動を取りあ
げる際の参考や支援になる資料や教材
を配し、いつでも活用できるようにす
ることで、主体的に学習に取り組む態
度が身に付くよう工夫されている。

東 書

・ 2年以上の各字年の冒頭に 1国語の字

習の進め方」を設けることで、児童 自
らが課題意識をもつて主体的に学習に

取 り組むことができるヽよう工夫されて
いる。

・各単元末に設定されている「生かそ
う」に、言葉の力を他教科の学習や 日
常生活に生かす視点を明示すること
で、主体的に学習に取り組む態度が身
に付くよう工夫されている。
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国 語

光 村

・各学年で 1耳を傾ける系列」 I話 し

合 う系万U」 「声を届ける系列」の二
つの言語活動を配置することで、こ

れらの言語活動に取り組みながら話
す聞く能力を身に付けられるよう工

夫されている。

・言語活動に必要感、必然性をもたせ
るため、日常生活に話題を求めなが
ら目的意識、相手意識を明確に設定
することで、話す聞く能力を身に付
けられるよう工夫されている。

・「報告文」 「記録文」 「自分を見つ―

め生き方を考える意見文」「手紙」
「新聞」「ポスター」 「パンフレッ
ト」 「俳句短歌」などの言語活動を
設定することで、書く能力を身に付
けられるよう工夫されている。

・短作文や創作の教材を設定すること
で、他の「書くこと」の学習や他教
科等での学習に生かそうとする意欲
の向上を図るとともに、書く能力を
身に付けられるよう工夫されてい
る。              _

教 出

・目的意識や必然性、必要感、児童の

意欲を重視 し、実生活に結びついた

教材を設定することで、言語活動を

通して話す聞く能力を身に付けられ
るよう工夫されている。

・「スピーチ」 「話合い」 「説明報
告」について計画的、系統的に学習
できるよう単元を構成することで、
言語活動を通 して話す聞く力を身に
付けられるよう工夫されている。

・「手紙」「日記」「観察記録支」
「報告丈」「リーフレット」「ポス
ター」「意見文」等、多様な言語活
動を取り上げた教材を設定し、他領
域等との関連を図ることで、書く能
力を身に付けられるよう工夫されて
ヤヽる。

・書く活動における「選材→調査→構
成→記述→推敲→感想交流→振 り返
り」とい う言語活動の手順を明確に
示すことで、言語活動を通して書く
能力を身に付けられるよう工夫され
ている。

学 図

・児童の興味や発達の段階に応じた取
り組みやすい題材で主体的に話した
り聞いたり、話 し合つたりする教材
を設定することで、言語活動を通し
て話す聞く能力を身に付けられるよ

う工夫されている。

・ 2年以上に、その場にふさわしい話
し方・聞き方を封話しながら考える

教材を設定することで、言語活動を

通して話す聞く能力を身に付けられ
るよう工夫されている。

・説明文の教材に続けて書く教材を設
定し、読解で得た資質や能力を書く
活動に効果的につなげることで、論
理的に考える力や、分かりやすく伝
えるための書く能力を身に付けられ
るよう工夫されている。

・ねらいや技能を焦点化 して学習を進
めるレンスン教材 「文章の書き方 。

まとめ方」を設定することで、言語
活動を通して基礎的な書く能力を身
に付けられるよう工夫されている。

・生活場面での活用を意図して、「ス
ピーチ」 「話合い」 「紹介」「説
明」「インタビュー」等の教材を設
けることで、言語活動を通して話す
聞く能カ

ー
を身に付けられるよう工夫

されている。

・使 う言葉や態度、話の組み立て方や

資料を活用した説明の仕方、目的を

もつて聞く方法を具体的に示すこと
で、言語活動を通して話す聞く能力
を身に付けられるよう工夫されてい

る。

。「説明、報告」「意見」 「物語、短
歌、詩」「手紙」 「文集」 「新聞」
「ポスター」等、目的や相手に応じ
て書く言語活動を設定することで、
書く能力を身に付けられるよう工夫
されている。

低学年においては、身近な生活での

出来事や見たこと聞いたことについ
て書く単元を設け、書く手順や留意
点を分かりやすく示すことで、言語
活動を通して書くことに慣れ親 し

み、書く能力を身に付けられるよう
工夫されている。

東 書
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Ⅲ 国 語

。説明文では、中学年以降において、
教材同士や、教材と書く活動とを有
機的に結び付けた言語活動を設定す
ることで、言語活動を通して読む能
力を確実に身に付けられるよう工夫
されている。

物語文では、単元のはじめに言語活
動がイメージできる目標や関連のあ
る既習事項を記載 したり、学習事項
を「たいせつ」で明確に示したりす
ることで、読む能力を確実に身に付
けられるよう工夫されている。

・言葉遊びや古典作品など、全学年に
言語文化に関わる教材を配置するこ
とで、我が国の言語文化に親 しむこ
とができるよう工夫されている。

。2年以上に「季節の言葉」のページ
を設けることで、四季折々の詩・童
謡・俳句等に触れることができるよ
う工夫されている。

・ 2年以上の巻末に、「考えや気持ち
を伝える言葉」と「学習に用いる言
葉」のコーナーを設けることで、豊
かな語彙が身に付くよう工夫されて
いる。       ｀

光 村

・説明文では、各単元の手引におい

て、日標及び学習過程を明確に示す
とともに、「ここが大事」を掲載す
ることで、設定された言語活動を通
して読む能力を確実に身に付けられ |

るよう工夫されていると

・物語文では、各単元の手引におい

て、日標及び学習過程を明確に示し
たり、学習のポイントや言語活動を
行 う上での参考となる関連図書を掲
載したりすることで、読む能力を確
実に身に付けられるよう工夫されて
セヽる。

・古典作品に触れたり、季節の風物や
言葉遊びなどに目を向けたりするこ
とができる教材を系統的に配置する
ことで、伝統的な言語文化に親 しむ
ことができるよう工夫されている。

・高学年には、言葉の変化や由来につ
いての教材を設けることで、伝統的
な言語文化に親 しめるよう工夫され
ている。

。「読むこと」教材の手引の中の「言
葉を学ぼう」 「言葉をふやそ う」で

各学年に応 じて獲得させたい語句を
提示したり、巻末の付録に「言葉の

木」を設けたりすることで、 豊か
な語彙が身に付くよう工夫されてい
る。

教 出

・説明文では、 4年以上の下巻冒頭教
材に筆者の論の展開や主張を吟味
し、多面的に考えることができる
「比べ読み」の教材を設定すること

で、読む能力を確実に身に付けられ
るよう工夫されている。

物語文では、 2年以上の上巻に読書
活動を深める単元 「読書に親しも
う」を、単元の学習後に「読書の部
屋」を設け、多様な図書を紹介する
ことで、読む能力を確実に身に付け
られるよう工夫されている。

・伝統的な言語作品の美しい響きや リ
ズムを声に出して味わう教材を設定
することで、伝統的な言語文化に親
しむことができるよう工夫されてい

る。

。2年以上に「季節のたより」のコー

ナーを設けることで、四季折々の言
葉に触れることができるよう工夫さ
れている。

・語句や漢字、言葉の意味については
「言葉のいずみュ、語法や文法、日
本語の使い方については「言葉のき
まり」として取り上げ、系統的に配
置することで、漢字や言葉の特徴が
確実に身に付くよう工夫されてい

る。

学 図

・説明文では、早元のはじめに言語浩

動を明らかにしたり、児童に考えさ
せたい内容を吹き出しにして問いか

けたりすることで、児童の意欲を高
めながら読む能力を確実に身に付け
られるよう工夫されている。

物語文では、単元のはじめに言語活
動がイメージできるような単元名を

設けたり、吹き出しを用いて既習事
項を想起できるようにしたりするこ

とで、児童の意欲を高めながら読む
能力を確実に身に付けられるよう手
夫されている。

・伝統的な言語文化に触れたり、言葉
の由来や変化について学んだりする
単元・教材を全学年に系統的に取 り
上げることで、伝統的な言語文化に

親しめるよう工夫されている。

。2年以上に「季節の足音」を設ける
ことで、学習する季節に合つたつF句
や短歌・詩に触れることができるよ
う工夫されている。

2年以上に学年段階に応 じた様々な
観点から言葉を集める教材 「ことば
あつめ」を設けることで、言葉の特
徴や使い方についての理解を深めな
がら豊かな語彙が身に付くよう工夫
されている。

東 書

各
領
城
に
お
い
て
、
言
語
活
動
を
通
し
て
資
質

・
能
力
を
育

成
で
き
る
よ
う
な
内
容

・
構
成
に
な
つ
て
い
る
か
。

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

Ｃ

「
読
む
こ
と
」

観点

２
学
習
指
導
要
領

の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

確
か
な
学
力

の
育
成
を
図
る
上
で
の
特
長



Ⅲ 国 語

。「話すこと・聞くこと」の単元で

は、話す・聞く活動のネテップごと
に作例やメモ例を詳 しく提示するこ
とで、豊かな記述内容になるよう配
慮されている。

・2年以上の「言葉の宝箱」のページ
に、発達の段階に応じた「考えや気
持ちを表す言薬」を数多く記載する
ことで、豊かな記述内容となるよう
配慮されている。

・文章理解のための写真や挿絵につい
ては、境 目をはつきり区別すること
で情報の混在を避け、学習効果が高
まるよう工夫されている。

・実際の点字を印刷 した資料ページを
|

設けることで、学習意欲と学習効果
が高まるよう十分配慮されている。

すつき りとした レイアウ トで、図版
については、色の組み合わせだけで

なく、形でも区別ができるようにす

ることで、大切なことが一 目でわか

るように配慮 されている。

光 村

・音話やノンフィクションなど、各字
年に応 じた読み物教材や読書活動を

関連付けて掲載することで、どの学
年も楽しみながら読書に取り組める
よう工夫されている。

・単元末や巻末付録に図書紹介のペエ

ジを設けることで、読書への関心を

高められるよう工夫されている。

,各学年の発達の段階に応 じて、全学
年に図書館活用を図るための教材を

設けることで、必要な本や資料を選
ぶ方法を学習できるよう工夫されて
ヤヽる。

・挿絵や図表・写冥などは、文章の理

解を助ける資料性の高いものを掲載
することで、学習意欲を高められる
よう配慮されている。

・想像を膨らませるイメ▼ジ豊かな写
真、活動の手順がわかりやすいイラ
ストを取り上げることで、学習効果
が高まるよう十分配慮されている。

・ 目次の後に |〇年生で字ふこと」を

領域 ごとに色分けして簡潔に提示す
ることで、領域の区別がつきやす く

なるよう配慮 されている。

教 出

・図書紹介を中心とした交流活動を行
う読書交流教材を全学年に設けるこ
とで、読書活動の充実が図られるよ
う工夫されている。

。「読むこと」教材の手引や各巻の付

録に図書紹介のページを設けること
で、読書への関心を高められるよう
工夫されている。

・各学年の発達の段階に応 じて、 1～
4年に図書館活用を図るための情報
活用教材を設けることで、目的に応
じた図書館の利用方法を学習できる
よう工夫されている。

・ 1書 くこと」の早フこでは、組み立て

メモや推敲の段階などの手立てを具
体的にわかりやすく例示すること
で、豊かな記述内容になるよう配慮
されている。

2年以上の「読むこと」教材の「言
葉を学ぼう」 「言案をふやそ う」付
録 「言葉の木」では発達の段階に

沿うた様々な言葉を記載すること
で、豊かな記述内容となるよう配慮
されている。

2年以上の各学年に、 1季節のたよ
り」を設定し、四季折々の言葉や
詩、俳句などを数多く取り上げるこ
とで、豊かな記述内容になるよう配
慮されている。

・ 2年以上の「読書の部屋」では、発
達の段階や児童の興味に応 じた本
を、表紙や紹介文を添えて数多く提
示することで、豊かな記述内容とな
るよう配慮されている。

・挿絵・写真・図表などは、学習を進

める上で必要なものを厳選 して効果

的に掲載す ることで、学習効果を高
められるよ う配慮 されている。

。点字の凹凸を再現した資料ページを
掲載 し、実際に手に触れて実感する
ことで、学習意欲と学習効果が高ま
るよう十分配慮されている。

・挿絵はやさしい色合いにするととも
に、囲み線や網かけをすることで、
大事なポイン トに気づくよう配慮さ
れている。

学 図

。「読書の部屋」で多くの本を取り上

げることで、読書活動の幅を広げる
ことができるよう工夫されている。

・図書館活用を図るための教材を設け
ることで、必要な本や資料を選ぶ方
法を学習できるよう工夫されてい

る。

。「読書に親 しもう」、 1読書を広げ
よう」を設けることで、読書活動を

通して探究的に物語文を読んだり、
自身の読書生活を振 り返ったりでき
るよう工夫されている。

単元の冒頭には、ページの右上に領
域を示すインデ ックスをつけた導入
ページを設けることで、単元のはじ

まりのページが開きやすくなるよう
配慮されている。

・中学年の俳句や短歌、高字年の盲ズ
や漢文に親しむ教材では、多くの作
品を取り上げ、現代語訳や歴史的背
景を説明することで、豊かな記述内
容になるよう配慮されている。

・各学年の付録では、同一作者作品や
類似テ▼マについて発展的な学習が
できる長文の物語文教材を取 り上げ
ることで、豊かな記述内容となるよ

う配慮されている。

・カー ドやメモ、図表や対詰の例など
を効果的に用いることで、思考を言
語化 して整理したり深めたりしなが
ら自分の考えを形成できるよう配慮
されている。

・説明内容を解説するための写真や図
表、グラフなどを示すことで、学習
意欲と学習効果が高まるよう十分配
慮されている。

東 書

著名人の読書体験文や、おすすめの

本を多様な図書とともに紹介するこ

とで、読書への関心を高められるよ

う工夫されている。

・各学年に、「図書館へ行こうJを設
けることで、実際に図書館を利用す
る経験を通して目的に応じた図書館
の利用方法を学習できるよう工夫さ
れている。

・児童の読書生活に目を向ける読吾早
元を全学年に設けることで、読書活

動の充実が図られるよう工夫されて
いる。
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